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「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」 1

多世代の市民全員が輝き  健康で快適に暮らせ  若者の期待に応えられるまち

� 【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課　☎773－6659

Ｕ
ゆ ー あ い

＆Ｉときめき課に込められた思い

　4月1日から地方創生推進室は「Ｕ＆Ｉときめき課」として、新たにスタートします。
　この課名「Ｕ＆Ｉ」には、「Uターン（帰ってこらっしゃい）・Iターン（いらっしゃい）などの促
進」と、「あなた（YOU）と私（Ｉ）」「友（ゆう）と愛（あい）」の意味があります。そして「とき
めき」には、「時流（その時）に乗って栄える」「わくわくどきどき」の思いを込めています。その2
つをつなげ、若者が帰ってこられ住み続けられるふるさとを築くために、将来に希望を持ち、多世代
の人が手を取り合い未来を切り開いていくという願いを込めています。

市民一人ひとりが地域の魅力発信を

　南魚沼はすてきな人や場所であふれています。しかしその人や場所に当たり前になり、その魅力を
見過ごしていませんか？ 誰もがお気に入りの場所やとっておきの時間の過ごし方などをお持ちのは
ずです。市民一人ひとりがこの地のよさを感じ、地元への愛着と誇りを持ち、住む喜びを市外に向け
情報発信していただきたいと思います。市の移住施策に加え、市民のみなさんが南魚沼の魅力を再発
見し情報発信することが大切です。みなさんがお持ちの情報をお寄せください。

　市制施行10周年事業での魅力発掘フォトコンテストでは、南
魚沼市の隠れた魅力を撮影したたくさんの作品が応募されました。
　また南魚沼市女子力観光プロモーションチームのウェブサイト
では、「極上の南魚沼お魅せします」のコーナーで、「人・自然・
文化・歴史・物・食・美」を紹介しています。

地域づくり協議会の活動・拠点施設を知っていますか？

　みなさんが生活をしていて、「地域がこうなったら」「こんなことができたら」「こんなに快適で便
利なのに」と思うことや、「こんなことで困っている」ということはありませんか？ 生活の中で感じ
ていることを地域全体で話し合ってみると、課題や特色、やるべきことなどが見えてきます。それら
を地域全体で解決していくために、地域における事業を実施・運営する組織が地域づくり協議会です。
　旧町村単位で12の協議会が各地区センターを拠点に活動しています。そこに地域の情報や人が集
まることで、住民自らの手で地域を発展させ、それぞれの地域の特徴をさらに輝かせられると期待さ
れています。

空き家バンク制度を開始しました

　市では、空き家を売りたい・貸したい人から物件情報を登録してもらい、利用を希望する移住者な
どへ紹介する制度を開始しました。さまざまな理由で空き家となった住宅が市内に増えています。そ
の空き家を有効活用することで、移住・定住の促進や地域の活性化を図ることができると考えていま
す。（空き家バンク専用のウェブサイトを立ち上げ予定です）

「南魚沼市への移住と定住」に代わる新シリーズ
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ~ boast of my country ~
シリーズ

第48回
ブラジル連邦共和国 　リアンドロ モンデヴァイム ファウスティーノ さん

私の国はこんなところ
　ブラジルへ出かけたら、最大の都市である
首都サンパウロを訪れてみてください。メル
カドと呼ばれる大きな市営中央市場は、ブラ
ジル全土からさまざまな食材が集まるグル
メスポットとして、観光客や地元の人でいつ
もにぎわっています。私は、金融街であるパ
ウリスタ通りが好きです。さまざまな文化施

設や商業施設もあり、日曜日は歩行者天国になる楽しい場所です。古都オウ
ロ・プレットは、かつて金の産地として栄えた都市で、街並みが美しく世界
遺産に登録されています。
　ブラジル料理は、シュハスコ（ブラジル式バーベキュー）やフェジョアー
ダ（豚肉や牛肉と豆を煮込んだ料理）、おいしい伝統菓子などがあります。
ブラジルは多民族国家で、人々は温厚で活発です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　私は歴史を感じられる雲洞庵がとても気に入っています。地域の人々に伝
統を守ろうとする姿勢が感じられる南魚沼市をとても興味深い街だと思って
います。大好きな日本食はまだ見つかっていませんが、ラーメンとカツカ
レーをよく食べます。

［公用語］ポルトガル語   
［首　都］ブラジリア 
［面　積］851万1,965㎢（5位）
［人　口］1億9,840万人（5位）
［GDP（PPP）］3兆129億ドル（7位） 
［通　貨］レアル（BRL）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

ブラジル連邦共和国
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　市では今年度も市民の生活環境の向上を図り、住宅関連産業を中心とした地域の活性化を促進するため、
市内の施工業者による住宅のリフォーム工事に対して補助金を交付します。

補助対象者（すべてに該当）　　　　　　　　　　　
・�市内に住民登録がある（または登録することが確定している）
・�対象住宅の所有者か所有者の2親等以内の親族で、その住宅に居住している（または居住することが確

定している）
・�世帯員全員に市税の滞納がない

補助対象工事（すべてに該当）
・�個人住宅のリフォーム工事
※併用住宅は住居部分のみ対象（共用部分は面積按分）
・�市内業者による施工
・�4月1日㈯以降の契約で、平成30年3月30日㈮までに工

事が完了する
・�他制度の補助金の対象となっていない

補助額　補助対象経費の20％（千円未満切り捨て）
・�補助額の上限：10万円（ディスポーザー設置工事を含む

工事の上限：12万円）
・�補助対象経費10万円以上（ディスポーザー設置を含む工

事の場合は、5万円以上）
※補助対象経費＝総工事費－（対象外工事＋対象外製品費）
・�過去にこの補助金を受けた人や住宅は、10万円（または

12万円）からすでに受けた補助金額を差し引いた額が上限

申込み
　申請書（都市計画課、大和・塩沢市民センターに用意）に
必要事項を記入し、見積書などの必要書類を添付し、申請し
てください。

受付期間　5月1日㈪～ 5月31日㈬

申請窓口　都市計画課、大和・塩沢市民センター

注意事項
・�予算額［2千万円］を超えた場合、抽選を行う場合あり
・�補助金の交付には住宅の全景、工事か所の着手前・工事

中・完了後の写真が必要
・�平成30年3月30日㈮までに実績報告書の提出が必要
・�実績報告書に領収書の添付が必要
・�工事を行う前に、施工業者とご相談ください

南魚沼市住宅リフォーム事業補助金
～ 5月1日㈪から受付開始～

� 【問合せ・申込み】都市計画課　施設係　☎773－6662

補助対象工事の主な例
・�屋根のふき替えや塗装
・�外壁の修繕や塗装
・�壁紙、天井、床材などの張り替え
・�間取り変更、防音断熱工事
・�浴室、台所などの水回り改修
・�ディスポーザーの設置工事
・�建具、畳、サッシなどの入れ替え
・�LED照明器具の設置
・�住宅と一体構造である車庫や物置な

どの補修
※�渡り廊下などで一体になっている

車庫や物置などの補修は、その棟に
居住用の部屋があり、その部分の工
事と併せて行う工事のみ対象

補助対象外製品の主な例
・�家電製品
（テレビ、エアコン、LED以外の照
明器具など）

・�厨房製品
（システムキッチン、流し台、換気扇）

・�衛生設備製品
（ユニットバス、トイレ、給湯器など）

・�その他設備製品
（カーテン、シャッター、ボイラー
など）

補助対象外工事の主な例
・�住宅と別棟の建物の工事
・�外構に関する工事
・�建物外部の下水道接続工事
・�井戸に関する工事
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　平成29年度の克雪住宅・宅地等消雪設備の補助金申請の受付を開始します。克雪住宅（電気・ガス・
灯油などを使用した融雪式か耐雪式）と、宅地などへの消雪設備の設置（地盤沈下区域のみ）が対象です。

申込み方法　
受付期間　4月3日㈪～ 11月30日㈭（予定戸数に達し次第締め切ります）
窓　　口　都市計画課、大和・塩沢市民センター
必要書類　 共　　通 　�案内図、工事見積書、納税証明書、工事計画図、融雪方式の資料（カタログなど）
　　　　　克雪すまい　�建築確認済証の写し（新築・増改築時）、家屋課税台帳登録証明書（改良時）、立面図

〈追加書類〉　次に該当する場合は、追加で添付してください
耐　雪　式：構造計算書の写し　
併 用 住 宅：全体面積と住居面積を記入した平面図（住居部分に着色）
一部克雪化：全体屋根面積と融雪面積を記入した屋根の平面図

　　　　　宅地等消雪　地番図、土地の所有か賃貸借に関する書類
注意事項　 共　　通 　・写真（着手前・工事中・完成。実績報告に必要）

・施工業者による数件分まとめての申請はご遠慮ください
・交付決定を受ける前に着手した工事は対象外
・地下水を利用した融雪式は対象外
・�過去にこの補助制度やその他類似制度で補助金の交付を受けた建物や敷地は対象外

　　　　　克雪すまい　・��一部克雪化の場合、克雪屋根部分の面積が3/5以上で、人力による屋根雪処理
が不要となるものが対象

・�併用住宅は、住居部分が1/2以上の場合は住宅、1/2未満の場合は事業所とする
・落雪式、落雪高床式は対象外　

克雪住宅・宅地等消雪設備補助金の受付開始
� 【問合せ・申込み】都市計画課　施設係　☎773－6662

地
盤
沈
下
区
域

１．六日町、または東泉田の区域で鎌倉沢川の左岸であって、魚野川左岸の区域
２．八幡の全区域
３．美佐島の区域で近尾川右岸の区域
４．小栗山の区域で関越自動車道の東側の区域であって県道「余川塩沢停車場線」の東側の区域
５�．余川の区域で近尾川右岸の内、県道「余川塩沢停車場線」と同線の起点と市道「余川河原崎

線」の余川橋を結ぶ線の東側の区域

事業名 克雪すまいづくり支援事業補助金 宅地等消雪設備普及促進事業補助金

対　象　と
な る 条 件

・�市内に居住する人・居住が確定している人が、市内
に克雪住宅を新築・増改築・改良、購入する場合

・�地盤沈下区域内に克雪化した事業所などを新築・増
改築・改良する場合

住宅用か事業用の宅地に消雪設備
を設置する場合

補 助 対 象
工　事　費 屋根融雪施設などの設置に要する工事費 宅地などへの消雪設備設置に要す

る工事費

補 助 率 ・
補助金の額

補助対象工事費の17.6％（千円未満切捨て）
［限度額44万円］

補助対象工事費の1/3（千円未満
は切捨て）　［限度額50万円］

補 助 対 象
区　　　域

住　宅…市内全域
事業所…地盤沈下区域内のみ 地盤沈下区域のみ

予 定 戸 数 8戸 6戸

工 事 期 間 交付決定の日～ 12月31日㈰ 交付決定の日～ 12月31日㈰
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　昭和56年6月以前に建てられた木造住宅は、現在の耐震基準を満たしてなく、耐震性が低いものが多
いといわれています。市では、地震による建物被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、木
造住宅の耐震診断や耐震改修工事にかかる費用の一部を補助します。

木造住宅「耐震化支援」事業の受付開始
� 【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662

　市では、高齢者や障がい者が安心して暮らせるように、住宅を改造する費用の一部を補助します。
対　　　象　�市内に住所がある高齢者か障がい者（改修対象住宅に住む世帯員の前年収入合計額が600

万円未満で、市税の滞納がないこと）
　高齢者…おおむね65歳以上で、要介護、または要支援認定を受けている
　障がい者…身体障がい者手帳1級・2級か療育手帳「A」を持つ
　※�過去にこの補助金の交付を受けたことがなく、「南魚沼市高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付」の

返済中でないこと
対象工事費　�対象者か親族が所有し、対象者が居住している現存の住宅で、平成30年3月31日㈯までに

完了する次の工事費 （すでに着工している場合や、新築・建て替えは対象外）
　①玄関、廊下、居室、浴室、トイレなどの改造　②段差解消機、階段昇降機の設置 
　③ホームエレベーターの設置 
補 助 金 額　�対象工事費の上限額（介護保険の住宅改修や障がい者の日常生活用具給付事業の住宅改修の

対象者は30万円、それ以外の人は50万円）の1/2� ※世帯の課税状況で異なる場合あり
受 付 期 間　4月3日㈪～ 12月28日㈭
必 要 書 類　申請書（福祉課に用意）、内訳のわかる工事見積書、工事図面、着手前写真など

高齢者・障がい者向け住宅整備費補助金の募集
� 【問合せ・申込み】福祉課　高齢福祉係　☎773－6667

対　　象　次の条件すべてに該当する住宅
　・市内に所在する個人所有の一戸建て
　・�実際に居住しているか、居住することが確定（併

用住宅も対象）
　・昭和56年5月31日以前に着工
　・壁・柱・床・屋根、その他の主要部分が木造
診断内容　①現地調査　②耐震診断
　③診断報告書の作成（補強アドバイスを含む）
　※主に内外観や図面を確認し、診断します
補助金額（一般診断法による耐震診断）

※精密診断、仕上げを撤去する調査は対象外
募集戸数　5戸（申込み順）
受付期間　4月3日㈪～ 11月30日㈭

対　　象　次の条件すべてに該当する住宅
　・市の実施する耐震診断を受けた
　・耐震診断の評点が1.0未満
　・�実際に居住しているか、居住することが確

定（併用住宅も対象）
対象費用　・耐震改修工事の費用　
　　　　　・�耐震改修工事を行うために必要な

壁などの撤去・復旧などの費用　
　　　　　・設計・工事監理に要する費用
　※�耐震診断の評点が1.0以上になる耐震改修

工事で、市に登録のある診断士が設計、工
事監理を行う工事が対象。リフォーム工事
などの費用は対象外

補助金額　耐震改修に要する費用の1/3
　　　　　(上限65万円)
募集戸数　2戸（申込み順）
受付期間　4月3日㈪～ 10月31日㈫

耐震診断・耐震改修ともに、都市計画課、大和・塩沢市民センターに申請してください

木造住宅の耐震改修～住宅の改修を検討中の人～木造住宅の耐震診断～住宅の耐震性が気になる人～

延床面積 診断に
要する費用 市補助額 自　己

負担額
70㎡以下 70,000円 60,000円 10,000円
70㎡超～
175㎡以下 80,000円 65,000円 15,000円

175㎡超～ 100,000円 80,000円 20,000円
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　建築物の壁や柱、天井などに吹き付けられたアスベストの飛散による健康被害を予防し、市民の生活環
境の保全を図るため、アスベストの含有調査や除去工事に補助金を交付します。

受付期間　4月3日㈪～ 9月29日㈮　※予算額に達し次第締め切り
必要書類　共　　通　案内図、配置図、建築平面図（工事か所を明示）、現況写真（建物外観・工事か所）
　　　　　　　　　　納税証明書、通帳の写し（口座番号、名義人のわかる面）
　　　　　含有調査　アスベスト含有調査に係る費用の見積書の写し
　　　　　除 去 等　補助対象事業実施計画書（指定様式）、アスベスト含有が確認できる書類の写し
　　　　　　　　　　工程表・工事施工計画書・工事見積書・積算内訳書・工事契約書の各写し
注意事項　共　　通　・実績報告には、工事か所ごとの着手前・工事中・完了後の写真が必要
　　　　　　　　　　・交付決定前に着手した工事は対象外
　　　　　　　　　　・吹き付け建材の採取費用や、復旧にかかる費用と消費税は対象外
　　　　　含有調査　・建築物石綿含有調査者による調査が対象
　　　　　除 去 等　・建築物石綿含有調査者が事業計画を策定し、その計画に基づく工事が対象

民間建築物アスベスト除去等支援事業
� 今年度から募集開始　　　　　【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662

　住宅用太陽光発電システム設置費補助金の募集を行います。

補 助 額　最大出力に1kw当たり8万円を乗じた額（限度額24万円）
受付期間　4月17日㈪〜5月16日㈫
※�申請が10件を超える場合は、抽選。満たない場合は、予算枠に達するまで継続募集［最終日：11月

30日㈭］工事着手前、設置住宅購入前に申請してください。
申請窓口　環境交通課、大和・塩沢市民センター

住宅用太陽光発電システム設置費補助金
� 【問合せ・申込み】環境交通課　☎773－6666

共
通
事
項

対象となる
建　築　物

・市内の延床面積500㎡以上の建築物（国、地方公共団体などの所有建物を除く）
・過去にアスベスト含有調査や除去などの補助金を受けていない

対象者要件 ・市税の滞納がない
※過去に類似制度で、補助金の交付を受けた建物と所有者は対象外

事　業　名 アスベスト含有調査事業 アスベスト除去等事業

補 助 対 象 アスベストが施工されている可能性がある
吹き付け建材へのアスベスト含有調査費用

アスベスト含有が確認された、露出して
いる吹き付け建材の除去や封じ込めなど
の工事費用

補 助 率 ・
補助金の額

補助対象経費の10/10（千円未満切捨て）
［限度額25万円］

補助対象経費の1/3（万円未満切捨て）
［限度額300万円］

工 事 期 間 交付決定の日～ 12月31日㈰ 交付決定の日～ 12月31日㈰

条　　件
（すべてに該当）

・市内に住民登録があり、実際に居住している
・�自己居住用の住宅で、既存住宅か新築住宅（付属する車庫・物置などを含む）に

発電システムを設置（4月1日㈯以降の着工）
・�世帯全員に市税の滞納がない
・�市内施工業者の施工か、市内業者が発電システムを設置した新築住宅を購入

対象発電施設
（すべてに該当）

・�個人住宅・併用住宅（住宅部分の面積が総床面積の1/2以上）の屋根などに設置
・�最大出力は10kw未満
・�低圧配電線と逆潮流があり、連系している
・�未使用品である
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　市民の健康増進を目的に、平成28年度に競技スポーツの拠点施設として改修工事を行った「南魚沼市
トレーニングセンター」がオープンします。（「南魚沼市農業者トレーニングセンター」から名称変更）
　新たに整備したボルダリング（人工壁などを登るスポーツ）とトランポリンは、市内初の本格的な施設
となります。トレーニングや健康増進などにお役立てください。施設見学も歓迎します。
施設情報　�多目的エリア（バスケット、バレー、バドミントンなど）、講話室、トランポリン2台、ボル

ダリング、トレーニングジム
利用時間　9：00 ～ 22：00（4月2日㈰から利用可能）
利用料金

　利用には、事前の利用者登録が必要です。南魚沼市トレーニングセンターで登録を行い、「南魚沼市ト
レーニングセンター登録証」の発行を受けてください。（申請書は、市ウェブサイトからもダウンロード
可。「南魚沼市トレーニングセンター利用者登録申請書兼誓約書」で検索）
　多目的エリア、講話室、トランポリンは、予約が必要です。

南魚沼市トレーニングセンター〔下一日市〕がオープン
� 【問合せ】生涯スポーツ課 生涯スポーツ係　☎773－6630
� 【登録・予約】ＢＭＳ南魚沼スポーツコミュニティ　☎783－3533

施設の種別 利用時間/単位 利用料金（市郡内） 利用料金（市郡外）
一般 高校生以下 一般 高校生以下

多目的エリア 1時間/組 250円 500円
講話室 1時間/組 200円 400円
トランポリン（1台） 1回1時間/組 1,000円 2,000円
ボルダリング 1回2時間/人 250円 150円 500円 300円
トレーニングジム 1回2時間/人 250円 150円 500円 300円
ボルダリング、トレーニングジム 1回2時間/人 400円 250円 800円 500円
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　平成29年度は、余川・小栗山地区の「国土調査(地籍調査)」を実施します。関係者のみなさんのご理
解とご協力をお願いします。

余川・小栗山地区の国土調査(地籍調査)を実施します
� 【問合せ】農林課 国土調査係　☎773－6740

　5月上旬に説明会を予定しています。関係者の出席をお願いします。
　5月下旬から現地調査を予定しています。みなさんから現地で境界の立会い確認をしていただき、
調査が円滑に実施できるようにご協力ください。
調査の目的
　土地の境界や地目・面積などを明確化することで、
　・境界紛争を未然に防ぎ、個人財産の保護や土地取引の円滑化⎫⎬⎭に役立ちます。　・公共事業や街づくり、迅速な災害復旧

六日町

六
日
町
高
等
学
校

関
越
自
動
車
道

六
日
町
駅

六日町中学校小栗山

余 川

平成29年度 一筆地調査 （現地立合い・測量）予定区域図
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　この事業は、南魚沼地域で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」をめざし、活動している地域住
民やコミュニティ団体の取組みを支援します。

その他に協議会で取り組む事業（予定）
幼児児童健全育成事業（管内保育園・小学校などで絵本の読み聞かせの取組み）
魚沼ビジネス交流事業（管内企業の取引拡大を支援する交流会を支援）
広域交流ミーティングパーティー事業（未婚男女に出会いの場を提供）
※ミーティングパーティーを運営・主催したい団体の相談に応じます
国際観光推進事業（国際観光を推進する事業を支援）

申請方法
対 象 団 体　活動の本拠地が南魚沼地域（南魚沼市・湯沢町）にある団体
補助対象額　事業に係る費用から事業収入・寄付金などを差し引いた額
提 出 書 類　補助金交付申請書を企画政策課〔南魚沼市役所〕に提出
締　切　り　4月26日㈬
※書類審査を行い、結果を5月下旬にお知らせします
　申請書は、企画政策課、大和・塩沢市民センター、湯沢町役場 総務部 企画政策課まで
　（市ウェブサイトからもダウンロード可。「南魚沼　ふるさと基金」でサイト内検索）

南魚沼地域 ふるさと基金事業
～平成29年度事業を募集～

� 【問合せ・申込み】　南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市と湯沢町で組織）
� 事務局：南魚沼市役所 企画政策課　☎773－6672

芸術･文化振興事業

対　象 ・地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための後継者育成事業
・伝統芸能を通じた世代間交流を推進する事業

補助額 補助対象額の2/3以内（上限15万円）

予算枠 120万円

ふるさとコミュニティ支援事業

対　象

団体が行う快適でうるおいのある地域をつくるためのコミュニティ活動
対象外の事業
・飲食・物販など、一過性のイベント活動を目的とした事業
・行政区単位・旧村単位などで例年行っている地域独自のイベントや祭礼
※補助回数が多い団体は補助額が減額、または対象外となります
　［4回目：2/3、5回目：1/2、6回目以上：対象外］

補助額 補助対象額の2/3以内（上限10万円）

予算枠 100万円

地域創生支援事業

対　象 南魚沼地域内外からの一定の集客があり、地域の活性化を図るイベント

補助額 補助対象額の2/3以内（上限50万円）

予算枠 総額320万円（大和地域、六日町地域、塩沢地域、湯沢町に各80万円）
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南魚沼市の子育て支援サービス
子育て支援に関する医療費助成

� 【問合せ】子育て支援課 こども家庭支援班
� ☎773－6822
子どもの医療費助成事業
助成内容　0 ～ 4歳児　通院・入院 …全額助成
5歳児～中学3年生
通院 …1回につき、530円を超える額を助成（同

月内、同一診療科の場合、5回目以降は全額助成）
入院 …1日につき1,200円を超える額を助成
ひとり親家庭等医療費助成事業
対�象　①ひとり親家庭などの父か母とその児童、

②父か母に一定の障がいがある世帯の父か母と
その児童、③児童を養育する父母以外の養育者
とその児童
助成内容
通院 …1回につき、530円を超える額を助成（同

月内、同一診療科の場合、5回目以降は全額助成）
入院 …1日につき1,200円を超える額を助成
妊産婦医療費助成事業 （償還払い）
対象　母子手帳の交付を受けている人
助�成内容　受給者証交付申請日の翌月初日から、

出産日の翌月末分の医療費（高額療養費・付加
給付を除く）

申�請窓口　子育て支援課、大和・塩沢市民セン
ター
必�要書類　受給者証、領収書（原本）、保険証、

口座番号の控え（本人名義が確認できるもの）、
印鑑
共通事項
事�業目的　疾病の早期発見と早期治療を促進し、

子育て世帯の経済的負担の軽減を図る
助成対象　保険適用分
※�健康保険の対象となる治療用装具(上・下肢装

具、小児治療用眼鏡など)を購入した場合に、
助成対象となることがあります。詳細は、お問
い合わせください

子育て世帯への手当
� 【問合せ】子育て支援課 こども家庭支援班
� ☎773－6822
児童手当
対象　中学校以下の子どもを養育している人

支給額（月額、子ども1人あたり）
　3歳未満：15,000円
　3歳～小学校　・第1・2子：10,000円
　　　　　　　　・第3子以降：15,000円
　中学生：10,000円
※�子どもを養育している人の所得が制限限度額

以上の場合、特例給付として月額一律5,000円
を支給

支給月　2・6・10月に4か月分を支給
児童扶養手当
対象　①離婚などで父か母がいない家庭
　　　②父か母に一定の障がいがある 
　　　③児童を養育する父母以外の養育者
支�給額　 月額9,980円～ 42,290円（所得に応じ、

支給額が変わります。子ども2人目5,000円～
9,990円、3人目以降3,000円～ 5,990円を加
算）

支給月　4・8・12月に4か月分を支給
特別児童扶養手当
対�象　一定の障がいのある20歳未満の子どもを

家庭で育てている父母など
支�給額　子どもの障がいの状態により、1級：

51,450円、2級：34,270円（月額、子ども1
人あたり）

支給月　4・8・11月に4か月分を支給
共通事項

　いずれも申請が必要で、所得制限があります。

子育てに関する学習
� 【問合せ】保健課　☎773－6811
マタニティサロン

　夫の妊婦体験・赤ちゃんの抱っこ体験、話し合
いなどから子育てをイメージする教室です。
対象　妊娠中期の夫婦
※日程は、母子手帳交付時に案内
育児力アップ講座

　「子どもの心と言葉」を育むための講話やふれ
あい遊びを体験できます。
対象　主に生後5・6か月児の育児をしている人
※�日程は、4か月児健診時に案内
共通事項
会場　ふれ愛支援センター
参加費　無料

市報 みなみ魚沼　平成29年4月1日発行11



【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

�

☎
７
７
３

－

３
７
５
６

文
化
財
の
保
護
・
遺
跡
調
査
・

民
具
・
特
別
天
然
記
念
物

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
43

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

文
化
財
の
保
護

　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
財
産
で

す
。
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、

民
俗
文
化
財
、
記
念
物
や
埋
蔵
文

化
財
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
を
国
や
県
、
市
で
指
定
や
登

録
、
選
択
を
し
て
保
護
し
な
が
ら

後
世
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
遺
跡
や
文
化
財
の
指
定
に
至

ら
な
い
民
具
な
ど
も
歴
史
的
財
産

と
し
て
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

文
化
財
の
分
類
や
指
定

Ｑ
有
形
・
無
形
・
民
俗
文
化
財
、

記
念
物
、
埋
蔵
文
化
財
の
違

い
っ
て
何
？

A
次
の
と
お
り
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

有
形
文
化
財

　
建
造
物
、
彫
刻
、
絵
画
、
書
跡
、

書
物
、
古
文
書
な
ど
、
形
の
あ
る

も
の
で
歴
史
上
や
芸
術
上
価
値
、

学
術
上
価
値
の
高
い
も
の

無
形
文
化
財

　
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
、

人
間
の
「
わ
ざ
」
で
歴
史
上
や
芸

術
上
の
価
値
の
高
い
も
の

民
俗
文
化
財

　
衣
食
住
な
ど
生
活
に
関
わ
る
も

の
や
信
仰
、
地
域
行
事
の
風
習
、

民
俗
芸
能
に
用
い
ら
れ
る
も
の
な

ど
、
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

記
念
物

　
遺
跡
で
歴
史
上
や
学
術
上
の
価

値
の
高
い
も
の
。
名
勝
地
で
芸
術

上
や
観
賞
上
の
価
値
の
高
い
も
の
。

動
植
物
、
地
質
鉱
物
で
、
学
術
上

の
価
値
が
高
い
も
の

埋
蔵
文
化
財

　
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化

財
で
、
遺
跡
の
こ
と
で
す
。
遺
物

の
散
布
状
況
や
地
形
を
確
認
す
る

分
布
調
査
、
土
木
工
事
な
ど
に
伴

う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

ま
す
。

　
文
化
財
の
分
類
に
は
そ
の
他
に
、

文
化
的
景
観
、
伝
統
的
建
造
物
群
、

文
化
財
の
保
存
技
術
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
文
化
財
な
ど
の
指
定
を
受
け

る
と
ど
う
な
る
の
？

A
国
や
県
、
市
の
指
定
を
受
け

た
文
化
財
は
、
保
護
の
観
点
か

ら
移
動
や
形
状
の
変
更
な
ど
が

制
限
さ
れ
ま
す
。
そ
の
文
化
財

の
修
復
な
ど
に
は
、
補
助
金
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
市
内
に
、
指
定
を
受
け
た
文

化
財
は
い
く
つ
あ
る
の
？

A

国
指
定
は
、
史
跡
と
し
て

「
坂
戸
城
跡
」、
重
要
無
形
文
化

財
で
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
た
「
越
後
上

布
」
な
ど
４
件
の
ほ
か
、
登
録

有
形
文
化
財
が
８
件
、
記
録
作

成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
民
俗

文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
「
浦
佐

毘
沙
門
堂
裸
押
合
の
習
俗
」
が

１
件
あ
り
ま
す
。
県
指
定
は
鈴

木
牧
之
に
関
す
る
資
料
な
ど
で

１３
件
、
市
指
定
は
１
０
８
件
で

す
。

よ
く
あ
る
問
合
せ

遺
跡
の
調
査
と
開
発
行
為

Ｑ
工
事
予
定
地
に
遺
跡
が
あ
る

か
ど
う
か
を
、
確
認
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

A
文
化
振
興
係
に
お
こ
し
い
た

だ
く
か
、
工
事
予
定
地
を
記
し

た
地
図
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
場
所
を
確

認
し
、
回
答
し
ま
す
。（
文
化

振
興
係
で
遺
跡
地
図
の
閲
覧
も

で
き
ま
す
）

Ｑ
工
事
予
定
地
や
そ
の
付
近
に

遺
跡
が
あ
る
場
合
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
い
の
？

A
遺
跡
の
あ
る
場
所
や
そ
の
付

近
で
工
事
を
行
う
場
合
は
、
市

と
協
議
が
必
要
で
す
。
工
事
内

容
な
ど
か
ら
、
遺
跡
調
査
が
必

要
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

ま
た
、
史
跡
の
指
定
が
あ
る
場

所
で
は
、
現
状
変
更
の
許
可
が

必
要
で
す
。

申
請
か
ら
許
可
ま
で
、
時
間
を

要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

工
事
計
画
を
立
て
た
際
は
、
早

め
に
文
化
振
興
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

民
具Ｑ

土
蔵
を
整
理
し
た
ら
、
昔

使
っ
て
い
た
道
具
な
ど
が
出
て

き
ま
し
た
。
廃
棄
し
た
い
け
ど
、

そ
の
ま
ま
捨
て
て
い
い
の
？

A
文
化
振
興
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
歴
史
的
・
民
俗
的
資
料

価
値
の
有
無
を
確
認
し
、
寄
贈

の
お
願
い
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
市
で
同
じ
も
の
を
所

蔵
し
て
い
る
場
合
は
、
寄
贈
を

受
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

Ｑ
親
族
の
遺
品
を
整
理
し
て
い

た
ら
、
刀
が
出
て
き
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

A
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
が
あ
り
、

引
き
続
き
所
持
す
る
場
合
は
、

所
有
者
変
更
の
届
け
を
新
潟
県

教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

破
棄
す
る
場
合
は
、
警
察
署
に

刀
と
登
録
証
を
持
参
し
、
任
意

提
出
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

登
録
証
が
な
い
場
合

　
警
察
署
で
発
見
の
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
所
持
を
続
け
る
場
合
は
、

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
で
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。
平
成
２９
年

度
の
日
程
な
ど
は
、
２４
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
天
然
記
念
物

Ｑ
カ
モ
シ
カ
が
家
の
近
く
に
現

れ
た
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？　

A
カ
モ
シ
カ
は
、
国
の
特
別
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
触
れ
た
り
、
傷
つ
け
た
り

す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
カ
モ
シ
カ
は
帰
巣

本
能
が
強
く
、
し
ば
ら
く
す
る

と
山
に
戻
る
可
能
性
が
高
い
の

で
静
か
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
弱
っ
て
動
け
な
い
」「
死
ん
で

い
る
」
場
合
は
、
文
化
振
興
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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予想もしなかった巨大な津波～毎日見ていた看板で命助かる～
� 東日本大震災（福島県新

しん

地
ち

町
まち

　60代　女性）　
　私の住む地域では、地震や津波の可能性が早くから指摘されていました。でもまさかあんなにも
大きな津波が来るとは思ってもいませんでした。万が一津波が来ても庭先くらいかなあという感じ。
だから海辺の暮らしを大いに楽しんでいたんです。新地の海辺は本当に清々しくていいところ。大
好きな場所でした。
　地域の電柱に、避難場所であるコミュニティセンター（コミセン）の場所が矢印で示されるよう
になったのは震災の3、4か月前だったと思います。毎日見るこの看板のおかげで、いつしかコミ
センの場所を記憶していました。震災当日はこのコミセンに向かって必死で逃げました。どこに逃
げればいいか、知っていたから迷わなかった。助かったのはあの看板のおかげとも思っています。
　コミセンに着いてからもしばらくは余震に震えていまし
た。そして「家がつぶされる！」という夫の叫び声を聞き、
慌てて外に出たんです。すると沿岸部の松林の上まで、
真っ黒な波が上がっていました。波は見る見る家や車を飲
み込んで、そこまでは来ないだろうと私たちが一つの目安
にしていた国道6号線も軽々とこえました。本当に怖かっ
た。でも、命があって本当によかったです。

【問合せ】総務課 防災庶務班　
☎773－6660　一日前プロジェクト

災害に備えて

平成29年度 にいがた緑の百年物語 緑化助成事業
　緑豊かなふるさの創造と地域における緑化の推進を目的に、森づくりや緑化活動に助成します。

・事業や助成率の詳細などは、お問い合わせください。
・申請書などは、（公社）にいがた緑の百年物語緑ウェブサイトからダウンロードできます。

事業名 対象 助成率 申請期間 問合せ・申請先

「緑の募金」
森づくり事業

ボランティア団体、
町内会、学校など 10/10 (最大)

1次 ～ 3月末
2次 ～ 6月末
3次 ～ 8月末

農林課
☎773－6663

「緑の募金」
企業協賛の森づく
り事業

ボランティア団体、
学校など 10/10 (最大) ～ 6月末

にいがた緑の百年物語
緑化推進委員会
☎025－290－8055

ボランティア保険
助成事業

ボランティア団体、
町内会など 10/10 (最大) 随時

緑の少年団支援事
業 緑の少年団育成会 団員数などによる ～ 6月末

緑の学校助成事業 小・中・高等学校、
関係団体など 10/10 (最大) 随時

南魚沼地域振興局
林業振興課
☎772－8266

市報 みなみ魚沼　平成29年4月1日発行13



こんな会社です
　弊社は昭和51年に創業し、昨年で40年を迎えました。創業以来、
医療機器や産業機器、音響機器関係など、幅広い分野のハーネス加工、
組立加工を行っています。近年、国内に数台しかない大型切断機を導
入し、県内外のさまざまな取引先に迅速な対応を心がけ製品を供給し
ています。多品種、少量生産を主として、取引先の要求に迅速に対応
するため社内の連携や人と人とのつながりを大切にし、社員一丸と
なって生産活動を進めています。

イチ押し社員を紹介　～常山 大
だい

輔
すけ

さん［所属：品質保証部］～
Ｑ 会社の魅力などを教えてください。
A 地元での就職を希望していたことと、昔から物作りに興味があっ

て入社しました。入社して間もないころは、がむしゃらにがんばっ
ていたので、忙しい会社という印象でした。仕事を覚えるにつれて
自分のやり方次第で製品の品質が向上することなどがわかり、今は
とてもやりがいを感じています。一方で取引先に満足してもらえる
製品を早く正確に作るにはどうしたらよいのか、そのためにほかの
社員とどのように連携すればいいのかなど、まだまだ勉強の毎日で
す。週に1回開催する担当者会議では、立場に関わらずみなで意見
を出し合い、その中でよい意見を採用していきます。採用された意
見の一例を挙げると、「部品の配置を業務の流れに沿って置き換え
る」「製品を振り分けしやすいような表を作る」などがありました。
女性社員も多く、活気があります。みなで意見を出し合って個の力
ではなく、組織的な業務運営をめざしています。

新人さんの紹介～林 良
よし

樹
き

さん［所属：製造部］～
Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
A ハーネスの先端を小型のプレス機で圧着する業務と、それに関連

する機械の設定や整備を担当しています。学校で学んだ知識や技術
を生かしながら業務に取り組んでいます。がんばったことがすぐに
品質や数量に反映されることが、おもしろく感じています。忙しい
時期もありますが、みなで協力しながら取り組んでいます。社会に
でると自由を得られる分、努力が必要だと思うので、資格を取って
技術と能力の向上に努めたいと思います。

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━ 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

〒949－6680　南魚沼市六日町994番地3
☎781－6630　FAX 781－6631
ウェブサイト：http://www.abe-jp.com/

シリーズ24

林 良樹さん

株式会社 阿部製作所
� � ［製造業］

常山 大輔さん

作業の様子

主要製品
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本
で
旅
気
分　
　

　

春
う
ら
ら
か
な
季
節
。「
ふ
ら

り
珍
名
の
旅
」
な
ど
、
読
む
と
旅

に
出
た
く
な
る
本
や
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、
旅
の
エ
ッ
セ
イ
を
紹
介

し
ま
す
。　

「
部
活
本
特
集
」

テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
展
示

　
春
は
入
学
、
進
級
シ
ー
ズ
ン
。

　
「
ど
の
部
活
に
入
ろ
う
か
迷
っ

て
い
る
」「
も
っ
と
部
活
を
楽
し

み
た
い
」
中
学
生
・
高
校
生
向
け

に
、「
部
活
本
」
を
紹
介
し
ま
す
。

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日 

　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み
聞

か
せ
な
ど

対
象　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

こ
ど
も
の
読
書
週
間

イ
ベ
ン
ト

　
４
月
２３
日
㈰
～
５
月
１２
日
㈮
は
、

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

第
５９
回
目
の
今
年
の
標
語
は
、

「
小
さ
な
本
の
大
き
な
せ
か
い
」

で
す
。

　
期
間
中
、
図
書
館
で
は
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
り
、
お
す
す
め
本

の
展
示
を
行
い
ま
す
。　

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
「
図
書
館

し
お
り
」
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う 

　
本
の
貸
出
し
の
際
に
、
専
用
台

紙
に
ス
タ
ン
プ
を
冊
数
分
押
し
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
１０
個
で
、
す
て
き

な
図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

※�

小
学
生
以
上
の
人
は
、
自
分
で

本
を
選
び
ま
し
ょ
う

期
間　
４
月
２３
日
㈰
～

　
５
月
１２
日
㈮

対
象　
中
学
生
ま
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

　
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
、

幼
児
～
小
学
生
向
け
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

上
映
し
ま
す
。

日
時　
４
月
２３
日
㈰

　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
２０
分

会
場　
図
書
館 
多
目
的
室

上
映
作
品

キ
ャ
ス
パ
ー 

ゆ
か
い
な
オ
バ
ケ

の
お
と
も
だ
ち
！

テ
ー
マ
展
示

　
図
書
館
で
は
毎
月
、
季
節
や
行

事
、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
本
を
展
示
・
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
本
と
の
出
会
い
が
あ

る
か
お
楽
し
み
に
。

は
じ
め
よ
う
！

み
ど
り
の
あ
る
生
活　

　
４
月
１５
日
㈯
～
５
月
１４
日
㈰
は
、

「
み
ど
り
の
月
間
」
で
す
。
野
菜

作
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
、
緑

を
楽
し
む
本
を
用
意
し
ま
し
た
。

４
月
の
読
書
の
つ
ど
い

と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
大
集
合
！

　

腹
話
術
人
形
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」

が
や
っ
て
き
ま
す
。
み
ん
な
で
こ

う
ち
ゃ
ん
と
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
。

日
時　
４
月
２２
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
と
も
だ
ち
」

内�

容　
腹
話
術
「
み
ん
な
と
も
だ

ち
」・
読
み
聞
か
せ
・
本
の
紹

介
な
ど

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

お
は
な
し
の
じ
か
ん

　
図
書
館
司
書
に
よ
る
楽
し
い
お

話
を
聞
き
に
来
て
ね
。

日
時　
４
月
１６
日
㈰

　
午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�
容　
手
袋
人
形
・
絵
本
・
紙
芝

居
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

　

も
う
す
ぐ
「
こ
ど
も
の
日
」。

画
用
紙
で
自
分
だ
け
の
こ
い
の
ぼ

り
を
作
ろ
う
。

日
時　
４
月
２８
日
㈮

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　
手
袋
人
形
・
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
（
紙
人
形
劇
）「
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
」・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
工
作

な
ど

対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
３
月
１６
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

２
０
０
冊
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

次
回
、
大
和
図
書
室
は
４
月
２０
日

㈭
の
予
定
で
す
。

南魚沼市 　‌�月～金9：30～20：00（土日日祝 19：00まで）　�
休館（図書整理日）6日㈭、17日㈪～21日㈮※

大　和 　‌�☎777－4671　火～金9：00 ～19：00（土日日祝
17：00まで）休館：月（祝日の場合は翌日）、
10日㈪～14日㈮※

塩　沢 　��‌�☎782－0100　火～金9：00 ～20：00（月土日
日祝は17：00まで）休館：3日㈪～７日㈮※

※蔵書点検のため臨時休館です

みんなの図書館【申込み・問合せ】�
南魚沼市図書館
� ☎773－66774月の開館日時
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桑原收
おさむ

展
期　間　4月9日㈰
　～ 30日㈰
　市内在住の油彩画家・
桑原收さんの個展。若い
ころの作品やデッサン、
水彩画なども展示。

よしもとお笑いまつりin南魚沼
日　時　4月25日㈫　19：00 ～（開場18：30）
会　場　市民会館 大ホール
出�　演　中川家、ウーマンラッシュアワー、ハイキン

グウォーキング、レイザーラモン、スーパーマラ
ドーナ、尼神インター、デニス

　前説：おばたのお兄さん
入場料　3,500円（全席指定。当日は4,000円）　　 
　4歳以下のひざ上は無料（席が必要な場合は有料）

大黒摩季　Maki Ohguro 2017 Live－STEP!!
日　時　6月25日㈰　17：00 ～（開場16：30）
会　場　市民会館 大ホール
入場料　6,800円�（全席指定）
　3歳以下のひざ上は無料

（席が必要な場合は有料）
　4月16日㈰から会館、会
館プレイガイドで発売

（賛助会員は4月9日㈰から会館で発売）

南魚沼市民会館
開館8：30 ～ 17：15

4月の休館：毎週月曜日
☎773－5500　FAX 772－8161
URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

常設展 　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展 　期　間　6月14日㈬まで

「浮世絵から新版画までの軌跡展」
　有名な広

ひろ

重
しげ

の名所絵や国
くに

芳
よし

の豪快な武者絵など、江
戸時代の浮世絵や大正・昭和時代の新版画を展示。
「パピルス現代書展」　
　古代エジプトの紙パピルスに、書道界をリードする
書家が揮

き

毫
ごう

した作品を展示。

『北越雪譜』挿絵紹介その20
　この絵には、大持（大きな材木や石）を運ぶ大人の
仕事をまねて、大きなつららをそりに載せて遊ぶ子ど
もたちの姿が描かれています。つららの上では天狗の
お面をかぶった子どもが采配を振っています。

富岡惣一郎　「T
ザ

he f
フ ォ ー

our s
シ ー ズ ン ズ

easons」
期　間　7月18日㈫まで
　富岡の独特な技法により描
き出された四季折々の白の情
景を展示。

ラウンジ展 4月  観覧無料
城内さんぽ 　「新編　城内郷土誌」から、山口、広
堀、中手原地区の歴史を紹介
市民ギャラリー 　若井健

けん

一
いち

写真展「春・桜・花」

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
4月は毎日開館します

今泉記念館アートステーション

鈴木牧之記念館
開館9：00 ～ 16：30  4月の休館：毎週火曜日
☎ ・ FAX 782－9860
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

4月の休館：毎週水曜日
☎775 －3646　FAX 775 － 3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

市民無料の日：8日㈯、18日㈫、28日㈮　

色とりどりの花展
期　間　4月1日㈯～ 6月11日㈰
　「花」をテーマにした作品を展示。また、今年の干
支にちなみ、「鳥」の作品も数点展示します。

棟方志功アートステーション

［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173� ￥  一般500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
4月は毎日開館します

「雪・けやき林」

「闘牛・3」1979年

「児
こど も

童垂
つ

氷
らら

を輴
そり

にのせ、大
だい

持
もち

の学びをして遊ぶ図」

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
4月の休館：毎週水曜日、6日㈭～８日㈯

☎780－4080　FAX 777 －3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）
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南魚スポーツパラダイス会員募集中！
　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス（スポパラ）は年会費6,170円で、さまざまな教室を

「無料」「割引価格」で受講できます。　
　あなたもスポパラ会員になって、さまざまな教室に参加し、楽しみながら健康増進に励みませんか?

平成29年度 第1期（4月～ 7月）陸の教室参加者募集 第2弾
受講料　 スポパラ会員 　無料（親子ヨガ教室は800円）、 一般   各3,080円（親子ヨガ教室は4,500円）
※「ベビーマッサージ教室」は、会員・一般ともに受講料3,080円+材料費500円
教室回数　全5回（ベビーマッサージ教室のみ全3回）

・�受付は先着順で、定員に達し次第締め切ります
・�申込み開始時間の30分前から予備受付を行い、開始時間に定員を超える場合はその時点で締め切り、そ

の場で抽選
・�詳しい内容などは、各教室参加者募集要項をご覧ください。不明な点はスポパラ事務局まで
・�日程は都合により変更する場合があります
・�保険料は、年会費（会員）と受講料（一般）に含まれます（当該教室時のみ有効）

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンで、どなたでも簡単にご利用できます。

日　時　4月16日㈰　12：00 ～ 13：30 
定　員　6人（事前の申込みが必要）
会　場　ディスポート南魚沼1階　トレーニングルーム
対　象　中学生以上
申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物をご用意ください

受
講
料

会員 無　料

一般 200円

南魚沼市体育施設
　屋外体育施設は、雪消えの状況により順次オープンします。
　整備状況、オープン予定日などは、ディスポート南魚沼にお問い合わせください。

公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼

4月の休館日  
毎週月曜日

教室名 開催曜日・時間 教室初日 対象 教室内容 受付開始
第1期
初めてのアロマ教室 金 19：00 ～

20：00 4/14 16歳以上 簡単に手に入る材料で、アロ
マを楽しもう 現在

募集中新規教室
第1期親子ヨガ教室 火 10：15 ～

11：45 4/18 ハイハイ～
3歳児と母親 親子で体を整えよう

スポーツ教室
体育寺子屋［春期］ 日 9：30 ～

11：30
後日

お知らせ 小学生 体を動かすことの楽しさや
「できること」を見つけよう

4/4㈫
9：00

5月～ 6月期
ベビーマッサージ教
室

木 10：30 ～
12：00 5/25

生後2か月～
ハイハイ前の
乳児と母親

親子での肌と肌のふれあいを
体感（講師が赤ちゃんに直接
触れることはありません）

4/13㈭
9：00
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昭
和
４４
年
８
月
８
日
ご
ろ
か
ら

降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
り
、
六
日

町
地
域
で
は
平
手
川
、
近
尾
川
、

魚
野
川
で
堤
防
の
決
壊
な
ど
の
災

害
が
発
生
ま
し
た
。
特
に
三
国
川

上
流
や
宇
田
沢
川
上
流
で
は
、
１１

日
の
夜
か
ら
１２
日
に
か
け
て
集
中

豪
雨
に
襲
わ
れ
、
雨
は
濁
流
と
な

り
河
川
の
下
流
地
域
を
襲
い
ま
し

た
。
住
民
、
家
屋
、
農
地
、
森
林
、

道
路
、
橋
梁
な
ど
被
害
は
多
方
面

に
わ
た
り
、
そ
の
被
害
総
額
は
約

４２
億
円
（
当
時
）
に
お
よ
ぶ
大
き

な
も
の
で
し
た
。

　
三
国
川
は
、
越
後
三
山
を
源
と

し
、
途
中
で
黒
又
沢
川
、
栃
ノ
又

川
、
下
津
川
と
合
流
（
合
流
地
点

を
十
字
峡
と
い
う
）、
さ
ら
に

下
っ
て
芋
川
、
五
十
沢
川
と
も
合

流
し
魚
野
川
に
流
れ
で
ま
す
。
標

高
１
，５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
水
源

地
付
近
か
ら
一
気
に
流
れ
る
急
流

河
川
で
す
。

　
「
昭
和
４４
年
８
月
水
害
」
で
は
、

五
十
沢
地
域
の
三
国
川
上
流
部
に

位
置
す
る
蕨
野
地
区
は
、
幹
線
道

路
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
の
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
蕨
野
地
区

の
復
興
は
、
同
地
で
の
再
建
で
は

な
く
、
愛
着
の
あ
る
故
郷
を
離
れ

る
こ
と
に
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
集
団
移
転
と
な

　
こ
れ
ま
で
に
、
郷
土
資
料
あ
れ

こ
れ
３８
で
は
「
鎌
倉
沢
砂
防
堰え

ん

堤て
い

」
を
、
同
４３
で
は
「
魚
野
川
改

修
記
念
碑
」
を
紹
介
し
た
よ
う
に
、

南
魚
沼
地
域
は
、
河
川
を
取
り
巻

く
地
形
か
ら
豪
雨
や
融
雪
に
よ
る

洪
水
に
悩
ま
さ
れ
、
砂
防
工
事
・

河
川
改
修
な
ど
治
水
対
策
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
繰
り
返
さ
れ
る
洪
水
の
歴
史
の

な
か
で
、「
昭
和
４４
年
８
月
水
害
」

も
大
き
な
被
害
の
一
つ
と
し
て
記

憶
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
⑳

「
蕨

わ
ら
び
野の

部
落
跡
記
念
碑
」

〔�

清
水
瀬 

し
ゃ
く
な
げ
観
光
セ
ン

タ
ー
脇
〕

建
立　
平
成
５
年
１１
月　

り
ま
し
た
。

　
こ
の
集
団
移
転
と
い
う
閉
村
ま

で
の
経
緯
を
、
平
成
５
年
に
建
立

さ
れ
た
石
碑
「
蕨
野
部
落
跡
記
念

碑
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
石
碑
写
真
⑳
）

　
石
碑
に
は
「
昭
和
四
十
四
年
八

月
十
一
日
夜
三
国
川
が
開か

い

闢び
ゃ
く

以

来
の
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
道
路
橋

等
を
流
失
し
、
四
百
年
余
の
歴
史

を
閉
じ
蕨
野
台
地
か
ら
集
団
移
転

を
す
る
運
び
と
な
り
、
四
十
五
年

に
移
転
し
日
の
出
町
を
発
足
さ
れ

た
。
大
水
害
以
来
三
国
川
ダ
ム
が

構
想
さ
れ
五
十
年
よ
り
調
査
を
始

め
、
十
七
年
間
の
年
月
を
か
け
建

設
省
が
ダ
ム
を
施
工
し
、
台
地
を

土
捨
場
並
び
に
資
材
置
場
と
し
て

使
用
し
、
台
地
を
平
ら
に
し
又
交

換
分
合
し
還
地
さ
れ
た
蕨
野
台
地

で
あ
る
」
と
、
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

蕨
野
地
区
の
あ
っ
た
位
置
は
、
現

在
の
三
国
川
ダ
ム
の
第
２
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
付
近
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
の
復
旧
工
事
と
同
時
に
、

こ
の
大
水
害
が
契
機
と
な
り
、
い

く
つ
か
の
洪
水
や
渇
水
対
策
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
沢
地
区

で
は
、
五
十
沢
川
の
流
路
変
更

（
三
国
川
へ
直
結
）、
芋
川
（
野

中
）
の
砂
防
堰
堤
工
事
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
53

　

三
国
川
ダ
ム
は
、「
昭
和
４４
年

８
月
水
害
」
直
後
か
ら
建
設
に
向

け
た
調
査
な
ど
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
建
設
の
目
的
と
し
て
洪
水
調

整
、
流
水
維
持
（
農
作
物
の
か
ん

が
い
用
）、
水
道
用
水
、
発
電
が

掲
げ
ら
れ
、
平
成
４
年
１０
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
三
国
川
ダ
ム
は

「
し
ゃ
く
な
げ
湖
」
と
も
呼
ば
れ
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
運
動
公
園
、

親
水
公
園
な
ど
も
整
備
さ
れ
多
く

の
人
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ム
の
周
辺
に
は
、
完
成
を
記

念
し
た
記
念
碑
・
彫
刻
・
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
や
五
十
沢
村
長
を
務
め
た

桑
原
市
太
郎
を
顕
彰
す
る
石
碑
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
復
旧
工
事
も
順
調
に
進
ん
だ
昭

和
４５
年
、
舞
台
地
区
は
こ
の
災
害

の
復
興
を
記
念
し
た
石
碑
を
建
立

し
て
い
ま
す
。（
石
碑
写
真
㉑
）

南
魚
沼
市
の
石
碑
㉑

「
復
旧
記
念
碑
」〔
舞
台
〕

建
立　
昭
和
４５
年
６
月　

　
昭
和
５４
年
４
月
７
日
・
８
日
に

は
、「
昭
和
４４
年
８
月
水
害
」
か

ら
の
復
興
と
、
戦
後
の
五
十
沢
歌

舞
伎
に
尽
力
し
た
歌
舞
伎
役
者 

中
村
時
次
（
土
沢
出
身
）
の
追
善

供
養
と
し
て
五
十
沢
歌
舞
伎
の
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
沢
歌

舞
伎
の
公
演
は
、
２１
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
観
衆
が
集
ま
る

か
ど
う
か
不
安
な
ま
ま
稽
古
が
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
旧
五
十
沢
小

学
校
を
会
場
に
、
２
日
間
に
わ
た

り
「
鎌
倉
三
代
記
」
な
ど
８
幕
が

演
じ
ら
れ
、
多
く
の
観
衆
が
集
ま

り
大
盛
況
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

（
写
真
１
）

写�

真
１　
昭
和
５４
年
の
五
十
沢
歌

舞
伎
の
様
子

参
考
資
料

五
十
沢
歌
舞
伎
の
人
々
、
八
月
水

害
記
念
誌
、
信
濃
川
水
系
三
国
川

ダ
ム
工
事
誌
、
新
潟
日
報
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【
問
合
せ
】
保
健
課

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

平
成
２９
年
度 

住
民
健
診

　
住
民
健
診
（
基
礎
健
診
・
が
ん

検
診
を
含
む
）
が
５
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
住
民
健
診
の
日
程
、
健

診
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
程

　
５
月
中
旬
～
１１
月
下
旬

　
対
象
の
行
政
区
・
日
程
の
詳
細

は
、
今
号
と
同
時
配
布
の
住
民
健

診
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
健
友
館
会
場
で
は
、
合
同
健
診

と
婦
人
検
診
を
同
日
に
実
施
し
ま

す
。（
他
の
健
診
会
場
は
、
別
日

程
）

健
診
の
流
れ　

①
通
知
書
の
送
付　

　
お
住
ま
い
の
行
政
区
に
該
当
す

る
健
診
日
の
約
１
か
月
前
に
、
実

施
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
受
付

時
間
や
料
金
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
原
則
、申
込
み
が
な
い
と

実
施
通
知
書
を
郵
送
し
ま
せ
ん
）

②�

健
診
日
の
変
更
、
健
診
項
目
の

追
加
・
取
消
し　

　
健
診
日
の
変
更
な
ど
は
、
保
健

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
健
診
当
日
～
結
果
送
付

　
質
問
票
な
ど
を
事
前
に
記
入
し
、

健
診
時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
結

果
を
受
け
た
健
診
ご
と
に
、
１
か

月
～
１
か
月
半
後
に
郵
送
し
ま
す
。

※�

社
会
保
険
加
入
者
の
４０
～
７４
歳

の
被
扶
養
者
で
、
特
定
健
診
を

市
の
健
診
会
場
で
受
診
す
る
人

は
、
加
入
す
る
保
険
者
（
協
会

け
ん
ぽ
な
ど
）
か
ら
送
付
さ
れ

た
特
定
健
康
診
査
受
診
券
と
保

険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

大
腸
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
取

り
消
し
た
場
合
は　

　
実
施
通
知
書
に
同
封
し
た
検
便

容
器
を
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

返�

却
先　
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
健
診
会
場

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て
健

康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
忘
れ
や
受
診
方
法
が
わ

か
ら
な
い
場
合
な
ど
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

２
期
の
接
種
券
の
送
付

　
対
象
者
（
年
長
児
）
に
、
麻
し

ん
風
し
ん
予
防
接
種
２
期
の
予
診

票
兼
接
種
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
接
種
期
限
は
平
成
３０
年
３
月
３１

日
㈯
で
す
が
、
忘
れ
ず
に
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
機
関
に
予
約
し
、
母
子
手

帳
と
予
診
票
兼
接
種
券
を
持
参
し
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

妊
娠
に
関
す
る
費
用
助
成

　
風
し
ん
感
染
を
予
防
し
、
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
に
、
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
婦
の
夫
か
同
居
の
家
族

③�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫
か

同
居
の
家
族
で
、
抗
体
検
査
の

結
果
、
抗
体
価
が
低
い
場
合

助�

成
・
接
種
期
間　
４
月
１
日
㈯

～
平
成
３０
年
３
月
３１
日
㈯

助
成
額
（
限
度
額
）

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン　
　
　

　
４
，０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
６
，０
０
０
円

※�

各
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
１

／
３
相
当
は
、
個
人
負
担

助
成
方
法
（
償
還
払
い
）　

　
一
旦
、
医
療
機
関
で
全
額
を
支

払
い
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
医
療
機
関
の
領
収
書
と
接
種
済

証
、
印
鑑
、
口
座
番
号
が
必
要
）

※�

対
象
者
が
③
の
場
合
、
抗
体
価

を
証
明
で
き
る
書
類
も
必
要

申�

請
窓
口　
保
健
課
、
子
育
て
支

援
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー

※�

申
請
書
は
申
請
窓
口
ま
で
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
券
の
送
付　

　
平
成
２９
年
度
に
新
た
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
対
象
と
な

る
人
に
、
接
種
券
を
送
付
し
ま
し

た
。

対�

象　
４
月
１
日
㈯
～
平
成
３０
年

３
月
３１
日
㈯
に
、
６５
・
７０
・
７５

歳
に
な
る
人

　
前
年
度
以
前
に
接
種
券
か
対
象

者
証
明
書
の
送
付
を
受
け
未
接
種

の
場
合
は
、
今
年
度
も
そ
の
接
種

券
な
ど
を
使
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の

特
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
平

成
２８
年
度
中
に
接
種
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
平
成
２９
年
度
の
接
種
券

を
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
保
健
課 

母
子
保
健
班

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
子
育
て

に
困
り
感
の
あ
る
保
護
者
や
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
の
集
ま
り
で
す
。
月
１
回
開
催

し
、
情
報
交
換
や
ミ
ニ
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

４
・
５
月
の
開
催
期
日　

・
４
月
１１
日
㈫

　
内
容
…
話
合
い

・
５
月
９
日
㈫

　
内�

容
…
就
学
相
談
、
就
学
後
の

支
援
（
学
校
指
導
主
事
の
講

話
）

申
込
み　
不
要

　
（
直
接
会
場
ま
で
）

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時

会
場　
本
庁
舎
南
分
館
２
階 

　
会
議
室

参
加
者
の
声

　
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
が
い
る
と

わ
か
り
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
こ

の
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
、
参
加
し
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

け ん こ う ひ ろ ば

市報 みなみ魚沼　平成29年4月1日発行19



子
育
て
に
つ
い
て
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
市
役
所
の
子
育
て
に
関
す
る
業
務
と
そ
の
担
当
課
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
子

育
て
に
関
す
る
助
成
や
お
悩
み
な
ど
、
気
軽
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
担
当
課
が
異
な
っ
た
場
合
も
、
内
線
な
ど
で
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
）

受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

◎�城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。送迎希望は、電話か窓口でお申
し込みください（送迎は午前中のみ）

1日 2日

堀内 休診 休  診

3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休  診

10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 薄田 休診 休  診

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休  診

24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 休  診 
（祝日） 休  診

4月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

業務内容 担当課 電話番号

医療費助成（子ども、妊産婦、ひとり親など）
子どもの手当（児童手当、児童扶養手当など）
保育園・認定こども園
� （入園、保育料、一時保育・預かりなど）
子育て相談（遊び場、広場、虐待、DV相談など）
学童保育

子育て支援課 773－6822

妊娠、出産、不妊・不育症に関する医療費助成
子どもの健康（健診、予防接種、育児の心配ごとなど） 保健課 773－6811

入学・転校手続き、特別支援、通級指導、給食関係、
就学援助、奨学金など 学校教育課 777－3118

少年向け行事（各種教室、公民館事業など） 社会教育課 773－6610

スポーツイベント 生涯スポーツ課 773－6630

義務教育期～ 39歳の子ども・若者支援
� （教育相談、ニート・ひきこもり相談など）

子ども・若者育
成支援センター

773－6611
（外線のみ）

市報 みなみ魚沼　平成29年4月1日発行 20

け ん こ う ひ ろ ば



【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局　

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程
～

３
月
定
例
会
［
一
般
質
問
］ 

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
３
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
４
月
４

日
㈫
か
ら
放
送
予
定
）

寺
口
友
彦
、
広
田
公
夫

鈴
木　

一
、
塩
谷
寿
雄

岡
村
雅
夫
、
阿
部
久
夫

中
沢
一
博
、
佐
藤　

剛

中
沢
道
夫
、
塩
川
裕
紀

関　

常
幸
、
桑
原
圭
美

田
村
眞
一
、
中
沢
俊
一

腰
越　

晃
、
若
井
達
男

小
澤　

実
、
田
中
せ
つ
子

勝
又
貞
夫

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲

板
示

【
問
合
せ
】

　
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２

－

２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

対
象

・�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結

婚
・
離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親

族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
時
①　
４
月
１３
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時�（
予
約
不
要
）

会�

場　
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
〔
魚
沼
市
今
泉
〕

※�

相
談
担
当
は
、
魚
沼
市
の
人
権

擁
護
委
員
と
な
り
ま
す

日
時
②　
４
月
１６
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時�（
予
約
不
要
）

会
場　
塩
沢
庁
舎
２
階

　
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
髙
橋
文
子
〔
中
子
新
田
〕

　
☎
７
８
２

－

４
９
３
７

・
木
村
惠
美
子
〔
君
沢
〕

　
☎
７
８
３

－

３
８
０
７

・
阿
部
正
廣
〔
島
新
田
〕

　
☎
７
８
２

－

０
８
５
０

・
貝
瀬
秀
行
〔
金
清
坊
（
長
崎
）〕

　
☎
７
８
２

－

０
７
６
４

相
談
日
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が

い
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福

祉
手
当
の
受
給
額
改
定

　
４
月
分
か
ら
次
の
金
額
に
改
定

さ
れ
ま
す
。

特
別
障
が
い
者
手
当　

　
２
６
，８
１
０
円 

　
（
改
定
前
２
６
，８
３
０
円
）

障
が
い
児
福
祉
手
当　

　
１
４
，５
８
０
円 

　
（
改
定
前
１
４
，６
０
０
円
）

経
過
的
福
祉
手
当　

　
１
４
，５
８
０
円 

　
（
改
定
前
１
４
，６
０
０
円
）

【
問
合
せ
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　
六
日
町
年
金
事
務
所

�

☎
７
１
６

－

０
８
０
０

「
国
民
年
金
」
保
険
料
額
の

変
更
・
学
生
の
手
続
き

４
月
か
ら
の
保
険
料
額

　
平
成
２９
年
度
（
平
成
２９
年
４
月

～
平
成
３０
年
３
月
）
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
前
年
度
か
ら
２
３
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
６
，

４
９
０
円
、
年
額
１
９
７
，８
８

０
円
と
な
り
ま
す
。

　
前
納
納
付
書
で
１
年
分
を
前
納

す
る
場
合
は
１
９
４
，３
７
０
円

と
な
り
、
３
，５
１
０
円
が
割
り

引
か
れ
ま
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
２０
歳
に
な
っ
た
ら
、
学
生
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
、
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例

　
一
般
的
に
学
生
は
所
得
が
な
い

た
め
、「
学
生
納
付
特
例
」
の
制

度
が
あ
り
、
申
請
す
る
こ
と
で
保

険
料
全
額
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
学

生
納
付
特
例
」
は
、
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

対�

象
期
間　
平
成
２９
年
度
（
平
成

２９
年
４
月
～
平
成
３０
年
３
月
）

※�

年
度
途
中
に
２０
歳
で
加
入
す
る

人
は
加
入
月
か
ら

申
請
受
付　
随
時

必�

要
書
類　
学
生
証
の
写
し
か
、

在
学
証
明
書

窓�

口　
住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町

村
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
大
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
７

－

２
４
２
９

非
常
勤
調
理
助
手
を
募
集

　
大
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

緊
急
時
や
繁
忙
時
に
調
理
場
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
若
干
名

職
種　
調
理
助
手

勤�

務
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
４

時
（
半
日
単
位
の
勤
務
も
可
）

※�

勤
務
日
は
不
定
期
で
、
月
２
～

４
日
程
度

賃
金
（
時
給
）　
９
１
０
円

※
年
齢
・
資
格
な
ど
は
不
問
で
す
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【
問
合
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

第
２
次
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト�

�
（
意
見
募
集
）
の
結
果

　

２
月
６
日
㈪
～
２４
日
㈮
に
、

「
第
２
次
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
意
見
募
集
を

行
っ
た
結
果
、
１
件
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
意
見
概
要
と
そ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま

す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
意

見
を
反
映
さ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
の
概
要

　

年
々
ス
キ
ー
な
ど
の
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
子
ど
も
が

減
少
し
て
い
る
。
他
県
か
ら
の
ス

キ
ー
客
誘
致
も
大
事
だ
と
理
解
し

て
い
る
が
、
地
域
の
子
ど
も
が

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り
上

が
る
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
。

市
の
考
え
方

　
雪
を
有
効
的
な
資
源
と
し
て
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
の
柱
と
し
た
い
と
考

え
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
推
進
を
進
め
ま

す
。
し
か
し
、
競
技
ス
キ
ー
に
関

わ
る
市
内
の
児
童
・
生
徒
数
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
で
、
市
有
施
設

【
問
合
せ
】
廃
棄
物
対
策
課

�

☎
７
８
２

－

０
３
３
９

春
の
一
斉
清
掃
と

不
法
投
棄
の
防
止

春
の
一
斉
清
掃

　
市
で
は
、
毎
年
「
春
の
一
斉
清

掃
の
日
」
を
定
め
、
地
域
の
美
化

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
美
化

運
動
の
実
施
は
、
行
政
区
ご
と
の

取
組
み
で
す
。

　
気
持
ち
の
よ
い
生
活
環
境
維
持

の
た
め
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

大
和
地
域
（
環
境
浄
化
の
日
）

期
日　
４
月
２２
日
㈯　

六
日
町
・
塩
沢
地
域

期
日　
４
月
２３
日
㈰

※�

行
政
区
に
よ
り
、
実
施
日
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

不
法
投
棄
の
防
止　

　
道
路
脇
の
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
や
、
林
道
・
河
川

敷
の
廃
タ
イ
ヤ
や
家
電
製
品
な
ど

の
不
法
投
棄
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
い
、

地
下
水
汚
染
や
生
活
環
境
の
破
壊

に
も
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

に
従
い
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

個
人
所
有
の
空
き
地
や
山
林
に

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
処
理
は
、

所
有
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
に
は
法
律
で
５
年
以

下
の
懲
役
か
、
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が

科
せ
ら
れ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
６

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

～
秘
密
厳
守
～

　
義
務
教
育
終
了
～
３９
歳
の
困
難

を
抱
え
た
若
者
を
支
援
す
る
た
め

に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
在
住
の
発
達
障
が

い
・
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
お
悩
み
の
若
者

と
そ
の
家
族

日
時　
４
月
２５
日
㈫

　
午
後
２
時
～
３
時　

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階 

相
談
室

締
切
り　
４
月
２０
日
㈭

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相

談
に
、
随
時
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時　
４
月
２０
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み
な

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

の
有
効
活
用
や
関
係
団
体
と
連
携

を
行
い
、
競
技
力
向
上
の
た
め
に

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
競
技
だ
け

で
は
な
く
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ス

キ
ー
に
親
し
め
る
取
組
み
と
し
て
、

学
校
で
の
ス
キ
ー
授
業
の
拡
充
や
、

ス
キ
ー
教
室
の
開
催
を
め
ざ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
廃
棄
物
対
策
課

�
☎
７
８
２

－

０
３
３
９

六
日
町
地
域

古
紙
類
の
拠
点
回
収
を
廃
止

　
一
部
の
地
域
を
対
象
に
、
市
役

所
本
庁
舎
駐
車
場
で
行
っ
て
い
た

六
日
町
地
域
の
古
紙
類
の
拠
点
回

収
は
、
３
月
末
で
廃
止
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
古
紙
類
の
収
集　

　
毎
月
１
回
、
各
行
政
区
の
不
燃

ご
み
収
集
場
所
（
不
燃
ご
み
・
資

源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
収
集

し
ま
す
。

・�

収
集
日
は
、
平
成
２９
年
度
「
家

庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

・�

古
紙
類
は
、
ひ
も
で
十
字
に
し

ば
り
、
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

�

☎
７
７
２

－

４
５
５
４

５
月
開
講
コ
ー
ス

受
講
生
募
集

※�

受
講
料
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

対
象
：
市
の
「
中
小
企
業
研
修

受
講
料
補
助
金
」
の
対
象
コ
ー

ス

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
大
和
公
民
館

�

☎
７
７
７

－

４
６
７
１

　
浦
佐
菊
花
会
（
峰
村
）

�

☎
７
７
７

－
２
１
５
０

菊
づ
く
り
教
室

　
秋
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
菊

花
。
育
て
方
を
初
心
者
に
も
わ
か

り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

期�

間　
５
月
～
１１
月
（
月
１
回
２

時
間
。
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、

後
日
連
絡
）

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　
大
菊
の
鉢
栽
培

講�

師　
浦
佐
菊
花
会
、
魚
沼
菊
花

会

費�

用　
５
０
０
円
（
年
額
。
資
料
、

教
材
用
の
菊
苗
・
資
材
を
含

む
）

受
付　
随
時

【
問
合
せ
】

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
０
２
５

－

７
９
４

－

２
４
１
０

事
務
養
成
科
１
期　

５
月
入
校
生
募
集

対�

象　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
と

技
能
を
習
得
し
、
就
職
を
希
望

す
る
人

期�

間　
５
月
１２
日
㈮
～

　
８
月
４
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～

　
午
後
３
時
５０
分

会�

場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
〔
西
泉
田
〕

定
員　
１５
人

受�

講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
４
月
１８
日
㈫

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
示
そ
う
よ�

�
黄
色
い
帽
子
に 

大
人
の
手
本
」

　
４
月
６
日
㈭
～
１５
日
㈯
の
１０
日

間
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

コース名 実施期間 曜日 時間帯

建築大工
対象

5/10 ～ 3/14
（61日間、1年次）

2年課程

水
9：00 ～ 17：00水・木

（11月～ 3月）
介護職員初任者研修 

対象
5/15 ～ 6/29
（全24回） 月・火・木・金 9：00 ～ 16：20

エクセル基礎 
対象

5/29 ～ 6/26
（全9回） 月・木

18：30 ～ 21：20
エクセル中高年 

対象
5/30 ～ 6/27
（全9回） 火・金

小型移動式クレーン
技能講習 5/8㈪～ 11㈭うちの3日間（学科2日・実技1日）

職長・安全衛生責任
者教育 5/16㈫・17㈬（2日間）

フォークリフト運転
技能講習

5/22㈪～ 25㈭（4日間、31時間コース）
5/22㈪・26㈮（2日間、11時間コース［免除者を対象］）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・�

歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

・�

後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・�

歩
行
者
の
保
護（
新
潟
県
重
点
）

４
月
１０
日
㈪
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
日
」

　
全
国
で
は
記
録
の
残
る
昭
和
４３

年
以
降
、
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
い
つ

も
以
上
に
交
通
事
故
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
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【
問
合
せ
】
総
務
課　

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
０

行
政
相
談
委
員
の
交
代

　
大
和
地
域
と
塩
沢
地
域
の
行
政

相
談
委
員
が
４
月
１
日
に
交
代
し

ま
し
た
。（
六
日
町
地
域
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
）

大
和
地
域
の
新
行
政
相
談
委
員

　
小
幡 

義
夫
さ
ん
〔
一
村
尾
〕

定
期
相
談
日　
毎
月
第
３
月
曜
日

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会
場　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

塩
沢
地
域
の
新
行
政
相
談
委
員

　
野
上 

光
芳
さ
ん
〔
仙
石
〕

定
期
相
談
日　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
塩
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

六
日
町
地
域
の
行
政
相
談
委
員

　
佐
藤 

英
則
さ
ん

�

〔
学
校
町
３
丁
目
〕

定
期
相
談　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会
場　
本
庁
舎

※�

各
会
場
と
も
相
談
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
週

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
意

見
、
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
機

関
へ
の
通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
５

「
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト�

�

オ
フ
ィ
ス
」
事
業

　
新
し
い
仕
事
や
働
き
方
な
ど
を

生
み
出
す
こ
と
を
め
ざ
す
総
務
省

の
「
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
」
事
業
に
、
南
魚
沼
市
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
に
は
、
４
社
が
入
居
可
能

で
、
今
月
か
ら
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
の
事
業
所
の
入
居
が
始
ま

り
ま
す
。

　

市
で
は
入
居
企
業
の
定
着
と
、

若
者
の
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
雇

用
の
場
の
創
出
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

入
居
企
業
が
決
定
し
た
ら
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

施
設
の
概
要

場
所　
国
際
大
学 

研
究
施
設
内

・�

１
部
屋 

約
５
．５
平
方
メ
ー
ト

ル
・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
（
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
）
完
備

【
問
合
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

�

☎
７
７
２

－

３
１
５
７

南
魚
沼
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催

　
大
学
の
卒
業
予
定
者
な
ど
を
対

象
に
、
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
４
月
２８
日
㈮

　
午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
：
午
後
１
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館 

　
多
目
的
ホ
ー
ル

対�

象　
平
成
３０
年
３
月
で
大
学
な

ど
を
卒
業
予
定
の
人
と
、
既
卒

３
年
以
内
の
人

参
加
企
業　
２０
社
（
予
定
）

※�

参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
み
不

要
。
自
己
紹
介
カ
ー
ド
を
作
成

し
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
（「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
」
で
検
索

し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

【
問
合
せ
】
新
潟
県
教
育
庁

　
文
化
行
政
課

�

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
６
１
９

平
成
２９
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

長
岡
会
場

期�

日　
６
月
１５
日
㈭
、
１０
月
１９
日

㈭
、
平
成
３０
年
２
月
１５
日
㈭

会�

場　
長
岡
地
域
振
興
局 

会
議

室
棟
２
階 

大
会
議
室
〔
長
岡

市
沖
田
〕

新
潟
会
場 

期�

日　
４
月
２０
日
㈭
、
８
月
１７
日

㈭
、
１１
月
１６
日
㈭
、
平
成
３０
年

１
月
１８
日
㈭

会�

場　
新
潟
県
庁 

行
政
庁
舎
か

職
員
会
館
〔
新
潟
市
中
央
区
新

光
町
〕

共
通
事
項

時�

間　
午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
２
時
３０
分

持�

ち
物　
登
録
す
る
銃
砲
刀
剣
類
、

銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警

察
署
が
発
行
。
審
査
会
前
に
所

轄
警
察
署
に
届
け
出
が
必
要
）、

審
査
手
数
料
（
１
件
６
，３
０

０
円
、
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納

入
）

※�
銃
砲
刀
剣
の
移
動
は
危
険
が
な

い
よ
う
に
梱
包
し
、
盗
難
な
ど

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
六
日
町
観
光
協
会

�

☎
７
７
０

－

１
１
７
３

銭
淵
公
園
観
桜
会

　
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
移
動
販

売
車
な
ど
の
出
店
や
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期�

間　
４
月
１５
日
㈯
～
３０
日
㈰

会
場　
銭
淵
公
園
〔
坂
戸
〕

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間

　
日
没
～
午
後
９
時

　
「
銭
淵
公
園
観
桜
会
」
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
（
村
山
）

�

☎
０
２
５

－

２
８
２

－

０
０
１
１

２
０
１
７
明
治
安
田
生
命

Ｊ
１
リ
ー
グ 

第
９
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟 

対

柏
レ
イ
ソ
ル�
試
合
観
戦
招
待

日
時　
４
月
３０
日
㈰

　
午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

会�

場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・

Ｅ
ス
タ
ン
ド
自
由
席
を
予
定
）

応
募
条
件　
南
魚
沼
市
在
住
者

募
集
人
数　
２
０
０
人

応�

募　
各
自
で
用
意
し
た
往
復
ハ

ガ
キ
に
、
次
の
事
項
を
記
入
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

往
信
裏
面
①
４
月
３０
日
柏
、
②

住
所
、
③
氏
名
・
年
齢
、
④
電

話
番
号
、
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
お
持
ち
の
人
）、
⑥
チ
ケ
ッ
ト

の
希
望
枚
数
（
４
枚
ま
で
）、

⑦
後
援
会
資
料
請
求
（
す
る
・

し
な
い
）

返
信
用
表
面

自
分
の
住
所
・
氏
名

※�

応
募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
通

限
り
有
効
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

あ
て
先

〒�

９
５
０

－

０
９
５
４　
新
潟
市

中
央
区
美
咲
町
２

－

１

－

１０

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

締
切
り　
４
月
２０
日
㈭
必
着

受�

け
渡
し　
招
待
の
可
否
を
返
信

用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
４
月
２４
日
㈪
を
予
定
）

電
話
で
の
可
否
の
問
合
せ
に
は
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

観�
戦　
返
信
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
、

Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広
場
に
設
置
さ
れ

た
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
、

チ
ケ
ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入

場
・
観
戦

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

�

☎
７
８
２

－

１
６
５
３

２
０
１
７
シ
ン
グ
ル
ズ

パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

対
象
（
３０
歳
～
４５
歳
の
独
身
者
）

男
性
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
に
在

住
か
在
勤
す
る
人

女
性
国
内
に
在
住
す
る
人

※�

当
日
、
男
性
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と

ネ
ク
タ
イ
着
用
が
必
要

日
時　
６
月
１１
日
㈰

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
４
時

　
（
受
付
：
午
前
１０
時
〜
）

会�

場　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
〔
湯
沢
町
湯
沢
〕

参
加
費　

男
性
５
，０
０
０
円

女
性
３
，０
０
０
円

※
軽
食
ラ
ン
チ
付

募�

集
人
数　
男
女
各
２５
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
後
日
結

果
を
郵
送
）

締
切
り　
５
月
８
日
㈪

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

左
記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
送
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
９
４
９

－
６
４
０
８

南
魚
沼
市
塩
沢
１
１
１
２

－

３２

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
塩
沢
商
工
会
内
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
８
２

－

４
０
４
４

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
詳
し
い
内
容

を
、
平
日
午
前
７
時
４０
分
ご
ろ

か
ら
放
送
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
劇
団
ゆ
き
ぐ
に
事
務
局（
中
町
）

�

☎
０
９
０

－

２
７
６
０

－

７
５
１
３

劇
団
ゆ
き
ぐ
に

「
劇
団
員
・
ス
タ
ッ
フ
募
集
」

　
役
者
や
舞
台
を
支
え
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
舞
台
を

通
じ
て
あ
な
た
の
可
能
性
を
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
気
軽
に
稽

古
見
学
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

稽
古
日
時　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
７
時
３０
分
～
９
時

会
場　
中
央
公
民
館 

研
修
室

対
象　
小
学
４
年
生
～

【
問
合
せ
】

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

介
護
保
険
料
の

算
定
・
納
付
額

介
護
保
険
料
の
算
定

　
保
険
料
は
、
市
・
県
民
税
の
課

税
と
所
得
状
況
か
ら
算
定
し
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
介
護
保
険
料
決
定

通
知
書
は
、
６
月
の
市
・
県
民
税

の
課
税
決
定
後
に
算
定
し
、
お
送

り
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

仮
徴
収

（
４
月
・
６
月
・
８
月
分
）

　
前
年
度
の
保
険
料
を
元
に
仮
算

定
し
た
保
険
料
額
で
年
金
か
ら
天

引
き
し
ま
す
。

　
こ
の
措
置
は
、
納
付
回
数
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
１
回
当
た
り
の

納
付
額
を
低
く
抑
え
、
可
能
な
限

り
徴
収
月
の
保
険
料
額
を
均
等
に

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

４
月
分

　
平
成
２９
年
２
月
保
険
料
と
同
額

６
月
・
８
月
分　

　
平
成
２８
年
度
の
保
険
料
年
額
を
、

６
回
で
割
っ
た
額

１０
月
・
１２
月
・
平
成
３０
年
２
月

分
の
保
険
料

　

平
成
２９
年
度 

市
民
税
の
課

税
・
所
得
状
況
か
ら
算
定
し
た
保

険
料
年
額
（
本
算
定
額
）
か
ら
、

４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収
額

を
差
し
引
い
た
額
を
、
３
回
で

割
っ
た
額

対
象
者

・�

平
成
２８
年
度
の
介
護
保
険
料
を
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
め
る

人
・�

平
成
２９
年
４
月
か
ら
年
金
天
引

き
が
始
ま
る
人

普
通
徴
収

（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

　

平
成
２９
年
度 

介
護
保
険
料
決

定
後
に
、
６
月
～
平
成
３０
年
３
月

の
１０
回
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※�

４
月
・
５
月
の
納
付
は
あ
り
ま

せ
ん
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� News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

　スキー競技の全国大会に出場した市内在住の中学生・高校生を対象に、棚村基金推奨金の贈呈式を行い
ました。岡村副市長は、「みなさんの活躍をうれしく誇りに感じます。夢の実現には努力が必要で、続け
なければ成功は勝ち取れません。南魚沼市では小野塚彩那さんがオリンピックなどでメダリストになり、
世界で輝いています。みなさんも苦しい練習に耐え、将来大きな花を咲かせてください」と、激励の言葉
を贈りました。
　選手を代表して、十日町総合高校の
羽吹唯

ゆい

人
と

さんが、「インターハイ優勝
を目標に練習に励み、優勝することが
できました。残りのシーズンは感謝の
気持ちを忘れず、全力で勝負します」
と語りました。続いて、十日町高校の
小林萌

もえ

子
こ

さんが、「インターハイでは、
自分の力が全国で通用するか知ることができ、自分の滑りができました。まだ大会が続くので練習に励み、
よりよい滑りをめざしてがんばります」と、語りました。

スキー全国大会出場選手に棚村基金推奨金を贈呈しました3月1日㈬

平成28年度市民の文化スポーツ奨励棚村基金推奨金 贈呈式対象者名簿（冬季分 H29.3.1）
氏名 所属 学年 出場大会名 種目

関
せき

　 綜
そう

一
いち

郎
ろう

五十沢中学校 2 全国中学校スキー大会 クロスカントリー

大
おお

平
だいら

晃
こう

生
き

五十沢中学校 2 全国中学校スキー大会　他 クロスカントリー

岡
おか

村
むら

翔
しょう

馬
ま

五十沢中学校 3 全国中学校スキー大会 アルペン

中
なか

嶋
じま

玲
れ

奈
な

大巻中学校 3 全国中学校スキー大会 アルペン

田
た

村
むら

一
かず

磨
ま

六日町中学校 2 全国中学校スキー大会 クロスカントリー

小
こ

林
ばやし

　 空
そら

塩沢中学校 3 全国中学校スキー大会　他 クロスカントリー

小
こ

林
ばやし

　 心
しん

塩沢中学校 2 JOCジュニアオリンピックカップ クロスカントリー

牧
まき

野
の

　 凱
とき

塩沢中学校 3 全国中学校スキー大会 アルペン

牧
まき

野
の

　 桃
もも

塩沢中学校 2 全国中学校スキー大会 アルペン

山
やま

本
もと

天
あま

嶺
ね

塩沢中学校 2 全国中学校スキー大会 アルペン

羽
は

吹
ぶき

唯
ゆい

人
と

十日町総合高等学校 2 国民体育大会冬季大会 他 クロスカントリー

中
なか

島
じま

　 榛
じん

十日町総合高等学校 2 国民体育大会冬季大会 他 クロスカントリー

山
やま

﨑
ざき

　 凌
りょう

十日町総合高等学校 1 全国高等学校スキー大会　他 クロスカントリー

中
なか

島
じま

夕
ゆう

和
わ

小出高等学校 3 国民体育大会冬季大会 他 クロスカントリー

荒
あら

川
かわ

真
ま

奈
な

小出高等学校 3 全国高等学校スキー大会 クロスカントリー

小
こ

林
ばやし

萌
もえ

子
こ

十日町高等学校 1 国民体育大会冬季大会 他 クロスカントリー

中
なか

俣
また

旭
あさ

日
ひ

六日町高等学校 3 全国高等学校スキー大会　他 クロスカントリー

中
なか

俣
また

日
ひ

向
なた

六日町高等学校 1 全国高等学校スキー大会　他 クロスカントリー

山
やま

本
もと

大
まさ

晴
はる

六日町高等学校 1 全国高等学校スキー大会　他 クロスカントリー

笛
ふえ

木
き

瑞
みず

希
き

六日町高等学校 2 全国高等学校スキー大会　他 クロスカントリー

青
あお

木
き

陽
はる

尚
ひさ

八海高等学校 1 国民体育大会冬季大会 他 ジャンプ・コンバインド

※贈呈式までに申請があった選手を紹介しています
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� News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

大里一宮神社春季大祭〔大里〕が開催されました3月12日㈰
　天気にも恵まれ、朝から大勢の人が訪れました。神社で豊作祈願を行
うとともに、集落内に出店したさまざまな露店を楽しんでいました。
　「農具市」とも呼ばれるこのお祭りは、刃物やわら細工、農具などが
並べられ、この地に春を告げるまつりとして親しまれています。農繁期
が近いことを感じられる春日和のなか、訪れた人は農具やすげ笠などを
買い求めていました。

北越雪譜体験講座を開催しました3月4日㈯
　塩沢中学校グラウンドを会場に開催した教育委員会主催の北越雪譜体
験講座に、小中学生13人が参加しました。
　布を雪の上に広げて漂泊する雪さらしでは、国の重要無形文化財でユ
ネスコ無形文化遺産にも登録された越後上布が使われ、参加者にとって
貴重な体験となりました。そり引きと羽根つきも行われ、木製のそりと
木製の除雪道具であるコスキ（コシキ）の重さに苦戦しながらも、楽し
そうに体験していました。

浦佐毘沙門堂裸押合大祭が行われました3月3日㈮
　普光寺で浦佐毘沙門堂裸押合大祭が開催され、前夜祭と合わせて
100,000人が訪れました。この祭礼は、約1200年の歴史を持つ奇祭と
して知られ、毎年市内外から多くの人が訪れ、男衆の勇姿を眺めたり、
写真に撮るなど楽しんでいます。
　冬の凛とした夜空の下、上半身裸の男衆は寒がるそぶりもなく、水行
で身を清めてから毘沙門堂の中に入り、体から湯気を上げ「さんよ、さ
んよ」という掛け声をあげながら押し合いました。

第33回しおざわ雪譜まつりが開催されました2月18日㈯
　ふれあい広場を主会場としたこのまつりは、「北越雪譜」の著者であ
る鈴木牧之の功績をたたえ、雪国の文化を継承するために、雪の中で行
われる炎とろうそくに照らされた幻想的なお祭りです。
　お祭り中盤まで雪が降らなかったこともあり、多くの人が訪れて百八
灯大護摩や歌舞伎公演、福餅まき、雪のステージイベントなどを楽しん
でいました。地酒と甘酒の無料サービスやグルメテント村は大盛況で、
早々に売り切れとなる店舗が多くありました。

モンスターパイプがオープンしました2月17日㈮
　石打丸山スキー場に、南魚沼市営のモンスターパイプが上部100メー
トルを使用し、プレオープンしました。
　オープンを待ち望んでいたスノーボーダーやスキーヤーは、大型のパ
イプにためらうこともなく、楽しそうにモンスターパイプを楽しんでい
ました。
　このパイプはボトム（底）から壁につながるアール（傾斜）が緩いた
め、壁に上がりやすいと好評でした。
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今月の表紙 　3月4日㈯、塩沢中学校グラウンドを会場に
開催した北越雪譜体験講座。児童たちは、昔のそりも楽しい
遊び道具にしていました。

4月 のカレンダー

行政
困りごと

相談

4月17日㈪　13：30 ～ 15：30　大和市民センター
4月19日㈬　13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター
4月19日㈬　13：30 ～ 15：30　��本庁舎
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関

を案内する場合があります。
・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診療の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
・時間　19：00 ～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

　
　今年は、身近な人から続々と朗報が入っています。
子宝に恵まれた人が3人、ご結婚が4組です。うれし
いことが続き、私まで心が浮き立つ感じです。今月は
結婚披露宴が2つ予定されています。喜びの反面、お
財布は軽くなりそうな予感がします。
　こんなふうに、慶事であっても負の面を探せば必ず
あります。逆に、凶事であってもよい面を探せば見つ
かるものです。できることなら、物事を明るく見て過
ごしたいものです。� （秘書広報課　山崎）

編集後記

救 急 医 療

市民の動き
平成29年
2月末日現在（ ）

◦人口 58,184人（先月比 －66）
◦男　 28,477人（先月比 －20）
◦女　 29,707人（先月比 －46）
◦世帯数 19,880戸（先月比 －23）

日にち 行事名・時間・会場など

16日㈰

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　エフエム雪国

読み聞かせライブ「おはなしのじかん」
11：00 ～ 11：30　南魚沼市図書館 多目的室

22日㈯
読書のつどい『ともだちたくさん大集合！』
14：00 ～ 15：30　南魚沼市図書館 多目的室

23日㈰
DVD上映会～キャスパー ゆかいなオ
バケのおともだち！～
10：30 ～ 11：20　南魚沼市図書館 多目的室

24日㈪
市政懇談会
19：30 ～ 20：30　東地域開発センター

25日㈫

第4回農業委員会総会
9：00 ～　大和庁舎３階旧議場

市政懇談会
19：30 ～ 20：30　雪国おくにじまん会館

27日㈭
市政懇談会
19：30 ～ 20：30　薮神地域コミュニティセンター まほろば

28日㈮

乳幼児親子おはなしの会「えほんであ
そぼ」～こいのぼりをつくろう！～
10：00 ～ 11：30　大和公民館

市政懇談会
19：30 ～ 20：30　大崎農業会館

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育
児相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
時間　9：30～ 15：30

大和会場　大和庁舎（3階）
　毎週 月・火・木曜日

　4月13日㈭　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」　　講師：保育士

六日町会場　ふれ愛支援センター（2階）
　毎週 月～土曜日

　4月10日㈪　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」　　講師：保育士

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日

　4月12日㈬　11：00～
　支援講座「お楽しみ会」　　講師：保育士

塩沢・大和会場の土曜日開催について
　4月から偶数月を塩沢会場で、奇数月を大和
会場で、毎月第3土曜日のみに開催します。
・4月15日㈯は、「塩沢会場」です。

どの会場にも参加できます。予約は不要です
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場
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